





































































Ａ 手引糸買糸徳 201 
Ｂ 春夏手作糸 11 
Ｃ ますきや生糸取賃 6 
Ｄ 遠州繰綿徳 43 
Ｅ 足袋裏徳 10 
Ｆ 唐下綿徳 59 
Ｇ 合計 330 
Ｈ 年内諸入用 197 















































ａ 繭158枚と43斗 193 
ｂ 27提取賃 8.5 18 
ｃ 利足凡そ 10 
ｄ 小計 221 
ｅ 買糸・手作糸 6.3 168 
ｆ 春元代合計 14.8 388 
ｇ 繭174斗 368 
ｈ 43.5提取賃 14.3 23 
ｉ 炭代凡そ 6 
ｊ 利足凡そ 10 
ｋ 買糸・手作糸 3.0 98 
ｌ 夏元代合計 17.2 505 
ｍ 春夏元代合計 32.0 893 
ｎ 売糸 32.0 1,094 


























































































a 繭443升 114 
b 買糸・手作糸 0.2 10 
c 11提取賃 3.6 7 
d 春元代計 3.9 131 
e 夏繭452升 133 
f 買糸・手作糸 0.5 24 
g 12提取賃 3.9 7 
h 夏元代計 4.4 163 
i 春夏元代合計 8.3 295 
j 8.30売 8.3 361 
























































































ｂ 春・10提取賃 3.1 8
ｃ 夏・繭代 562
ｄ 夏・45提取賃 14.9 31
ｅ 買糸・手作糸 6.1 259
ｆ 元代合計 24.2 978
ｇ 春糸７提売 2.4 116
ｈ 春夏糸66提売 21.8 932




















































































































































b 55提取賃 17.5 55
c 買糸・手作糸２提 2.1 73
d 春元代合計 430
e 繭300貫代 746
f 80提取賃 25.1 80
g 買糸・手作糸10提 0.5 17
h 夏元代合計 843
i 春夏元代合計 1,274
j 6.30売57提 18.0 600
k 11.30売90提 27.2 965










購入先 種類 生糸量 代価
貫 両
ａ 小尾口庄二郎 ４提 1.4 46
ｂ 上松【カネ半】ほか 木曽長手 40.1 1,189

































































































































































月日 記載 生糸量 貸方 借方
貫 両 両
a 6.28 【カネ久】【マル白】手引52.5提 18 720
b 7.1 【カク中】手引長手22わ 8 307
c 6.29 【カネキ】手引13提 5 183
d 6.29 上記３口改料引 1.5
e 7.5 【カネ兵】手引23提 7 291
f 7.5 【カネ正】手引18提 6 226
g 7.5 〔【カネ正】〕３提とヘケ 1 42
h 7.6 小川屋手引101提 31 1,214
i 7.6改 買糸１分口銭 23
j 7.6 〔８箇諸経費・日歩〕 34
k 7.6改 本序より入 1,420
l 7.13 入 1,755
a’ 〔差引借り〕 （137）
b’ 7.16改 【イリヤママル一】手引12 4 146
c’ 7.16改 由平手引長手17わ 6 226
d’ 7.20改 【カネ久】手引５ 2 65
e’ 7.19 小川屋跡口18 5 205
f ’ 8.6帳合 28.5提結上ケ 9 335
g’ 8.6帳合 【カネ久】手引６提 2 88
h’ ７～８月 〔諸経費・日歩〕 4
i ’ ７～８月 〔入〕 922
j ’ 8.7 上諏訪ニ而時貸 30
k’ 不記 買糸1分口銭 9
l ’ 8.11 大札入、【カネ万】便り 200
m’ 9.11 生糸改料割返り 24
n’ 9.11 亀屋為替手形参り小札渡す 150
o’ １～３月 〔その他〕 21
p’ 〆差引借り （3）





















月.日 金額（両） 月.日 金額（両）
6.28‒6.29 1,000 7.1‒7.2 450
7.5‒7.6 420 7.5‒7.11 737
7.13 1,755 7.13‒7.18 1,520
7.19 25 7.19‒7.20 55
7.26 700 7.26‒8.7 353
8.11 200 8.12‒8.19 134





























月日 記載 生糸量 貸方 借方
貫 両 両
a 9.10 【カネ久】手引70.5提 23.9 1,011
b 9.10 【マル白】手引54提 17.8 741
c 9.12 【カネ久】手引５提と端 1.9 79
d 9.12 買糸８提と端 2.7 112
e 9.11 入 1,000
f 9.16 63提と端 19.0 808
g 9.16 ２つ割御引合分 7
h 9.24 貸 400
i 〔９月〕〔受取〕 741
j 〔９月〕〔入８口〕 1,416







カネ久 マル白 カネ兵 マル三 計
１番 79 58＋29 39 16 221
２番 5 29 18 10＋3 65
３番 21 3 2 26
ヘケ４番 4 3 7
































月日 記載 生糸量 貸方 借方
貫 両 両
a 8.30 【カネ久】手引11提、新器械 3.6 154
b 9.20 【マル中】為替 100
c 9.20 日歩 1
d 10.3 【ヤマ太】９提 3.0 128
e 10.5 〔吉三郎12提〕 3.8 160
f 10.5 升屋兼二郎口結上ケ17.5提 5.5 243
g 10.5 〔同17.5提半紙元結・結賃〕 1
h 〔10月〕〔入〕 530
i 10.9 ４提 1.1 46
j 10.9 日歩 1























l 合計 680 680
史料）「万大宝恵帳」（明治４年１月）。
　　　（この帳簿後半は明治５年の記事）。
注）【カネ兵】綿屋伊兵衛。
　　ｄ；原表記は208匁。　ｅ；原表記は68匁。
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５）この【カネ万】からの購入糸は９月４日に【マル三】に転売（5.5貫、203両）されたようだが、第
２表はこの売買分（差益４両余）を含んでいないようである。
６）明治４年の「戸籍御調」についての控では、母61歳未年11月生、清水久左衛門41歳卯年９月生、妻
かつ40歳辰年５月生（新屋敷・林林左衛門姪）、嫡子柳助19歳丑年９月生、まう17歳卯年12月生、き
や15歳巳年12月生（明治４年「万大宝恵帳」）。
７）この点は翌年以降の利益書上（第６表Ａ）から明らかである。
８）清水家手引糸分として、９月中に、255両余を受取り、残額122両が【マル白】への貸分として処理
された（大福帳）。
９）【カネ万】と【カネ乃】への支払分については【マル白】が横浜で1,100両を【カネ万】へ渡したこ
とが分かる。
10）前掲松田之利論稿（北島正元［1970］）、および清水家書簡。
11）第５表Ｃは大福帳所収の「万大宝恵」に拠るが、そこに乗合で販売した生糸の全容が詳細に記され
ていることもこのような清水家の立場のためであろう。
12）【マル白】口に９月30日付で「類三郎より口せん受取分」の入金7.9両弱が記されているほかは確認
できない。
13）兵左衛門が亀屋に転売した生糸の残りの少量を松本へ持ち帰った旨の記載がある。
14）輸入綿糸などと輸出生糸の取引を毎年行っている【マル白】の口座は毎年作られ、多様な取引・貸
借が総合されて長期間の勘定になっている。
15）販売代価1,709両のほか、10月１日立会勘定の際【マルや】から16両の「口銭」が支払われている（「【マ
ルや】口座」が、第３表の書上にも掲出されておらず、性格が不明。
16）「一〇月一日【マル中】行四箇」などの記述がある。
17）【カネト】糸元代が4.5両値引になった旨のほか、【マル三】口座の貸方に受取るべき「【カネト】糸
口銭」6.5両とあり、計11両の２つ割がＤ。
18）「手引提糸66提代価931両余、内為替浜約定右ハ手形ニ而受取」（北沢屋助七・三国屋清蔵口座）、「未
１月８日6.25両、浜為替六百之打、二ツわり」（【マル白】口座貸方にある受取分）。
19）この実際の記帳は「【マル白】二つわり、生糸徳」の次に、「同、糸口せん」となっており、「同」の
意味が「【マル白】」なのか「【マル白】二つわり」なのか判断できないが、前者と仮定しておく。
20）この1250両の支払については「壱口分」とあり、口銭25両余の大きさからも、もう１口分が【マル白】
から売られた可能性があるが、清水家の帳簿には不記載である。
21）このほかいずれかの木曽行の際に穂清から巣殻（出殻繭か）計22貫を48両で購入している。
22）後述するように木曽糸仕入の資金は主として【マル白】から出ていて、【マル白】口座貸方には、木
曽糸代のほか、「木曽行先口わり合い口せん」28両、「木曽二度目口せんわり合」14両余が【マル白】
から受け取るべきものとして記されている。34両と食い違うが、【カネ上】持ちの経費がさらに引か
れて34両となったものかもしれない。
23）この木曽糸仕入は【カネ久】【マル白】両者の繭仕入および巣殻（蚕種製造後の出殻繭であろう）取
引と合わせて行われている。巣殻は【カネ久】が現地木曽における余裕資金で購入して木曽で多く
を転売したものようで、売買差引後の【マル白】分利益のみが【マル白】に渡されている。
24）口座はふつう借方を段下げで記入するバランスシートになっており、たとえば生糸を【マル白】に
手渡した場合、糸量・掛け目などともにまず貸方に代価が記され、これに対応する代価を入金した
際に借方にして、この取引について貸し借りゼロとなる。春の手作糸と木曽糸についてはこのよう
な記載になっている。ところが秋の手作糸については、このような形式で記されず、差引63両の貸
借尻の直後に、11月25日分として「手引生糸売揚〆」1,155両が借方に記され、この分は年末にかけ
て「【カネ京】飛脚ニ而マル三より渡す」850両などの貸方記事で相殺されている。また、貸方記事
の中に「唐糸２俵と31玉」274両〔注─唐糸の【マル白】への販売代価〕、「東京買物」23両（同）が
明治初期の諏訪地方における生糸取引（１）
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ある。【マル白】に渡すべき生糸口銭（ないし利潤）の記載がないが、前記の1,154両に含まれてい
るのかも知れない。なお出入金を日並で記す金銭出入帳は、糸方帳の精算尻のみを転記する場合が
多く、大福帳からは生糸取引の一部しか把握できない。
25）この25両は【マル白口座】貸方11月25日付の「【ヤマ大】預ケ金之分金札摺違弐つわり」25両に対応
するようである。
26）正確には「口銭」は【マル白】との２つ割であったが、この年には横浜出荷量も横浜販売労働もほ
ぼ両者同等であったと思われる。
27）この年の大福帳など、【マル白】口座は、生糸取引中心のものと、唐糸取引中心のものの２つが設け
られている場合が多い。
28）同時に「渡し金日歩」1,304匁（約21両、掛け売の取得利子）、「たちん金の分日歩」43匁（１両弱、
経費である駄賃を【マル白】への貸金とした利子）が記されている。
29）清水家は少額の未清算分についても驚くほど細かく日歩の貸借を設定、勘定している。
30）清水家帳簿にはほかの【カネ中】として村ノ鍛冶屋甚五兵衛、井上保兵衛（間下）がある。
31）第13表ａのうち【カネ久】持糸は33.5提466両（これとｄ’の合計が第12表ｇの38.5提）、【マル白】持
糸は19提253両（「【マル白生糸指引】」口座）。ｆ’の「結上ゲ」28.5提については、少量づつ買った「ば
ら糸」を【カネ久】が結い上げて提糸にしたようで、４名の口座に記されている【カネ久】が受取っ
た「ばら糸」の代価・生糸量がこれにほぼ相当する（【カネカ】治助口座4.4貫、小口ノ常吉口座1.3貫、
村ノ惣左衛門口座0.4貫、今井【カネイ】要四郎口座2.5貫、合計342両＝8.7貫）。ただしｂ’の【イリ
ヤママル一】、ｃ’の由〔好〕平の分については口座がなく、該当する生糸の受取に関する記帳も見あ
たらないが、金銭出入帳に半金の支払の記事があり、詳細な収支は糸方帳（不伝存）で処理された
のであろう。
32）大福帳の【カク万】口座には、６月29日～７月６日に３回計1,420両の借方が記され、「糸方へ出す」
とあり、以降の入金は直接糸平口座借方に記入されている。「序」（崩し字の読解が困難だがあるい
は「席」）は口座の意味、「本序」は個人ごとの口座の意味らしく、「糸方序」と区別されている。
33）第13表ｍ’の「生糸改料割返り」は、諏訪藩の生糸改めが廃止され、徴収済の改料が横浜から戻って
きたもの（これについては武居家文書に関係史料がある）。
34）ｂは【マル三】口座で抹消されているが、この生糸の関係のみを記した別の【マル三】口座が作ら
れ復活している。後者の口座の貸方に、９月10日売【マル白】手引54提＝750両が、借方に「蚕種代
金と引」175両と９月30日受取565両余が記されている。なお【マル白】については「【マル白】生糸
指引」、「【マル白】手引代金差引」（糸方諸口座の一）と唐糸関係（本序）の３口座が大福帳に設定
されている。
35）「ヲノ亀屋伊那平」口座の404両（29提）、「小尾口蔵三郎」口座の63両（５提）、「北小野柳屋久兵衛」
口座の356両（手引22提・買糸７提）、合計822両（63提）。
36）ただしｄについては対応する生糸購入の口座記帳が確認できない。
37）「万大宝恵帳」（明治４年１月起）所収。これは繰綿・生糸取引などの各種メモを雑然と記したもの
で、後半は明治５年に関するメモである。
38）第17表の日歩にも注目すれば、次のような解釈が可能である。まず【カネ兵】は生糸11箇に付き添っ
て横浜に行き、入九の店で300両と【マル白】為替50両を受け取った。これは日歩付貸金となった。
月利２％（第13表注、第18表参照）を仮定すると、dｅとも17日分。おそらく【カネ久】も横浜にい
て入九と【マル白】からの融資に携わり、この両者への利子の受渡しを担当する立場にあったので
あろう。
39）ｄは「ヲノ中村屋太蔵」口座に127両（９提）、ｅは「小口ノ吉三郎」口座に158両（12提）、ｆは「ヲ
ノ升屋兼二郎」口座に242両（ばら糸5.4貫）、ｊは「小井川嘉兵衛」口座に43両（４提）、合計570両
（42.5提）。
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40）武居代次郎家文書「大福徳帳」（明治５年）。
41）武居家文書「大福徳帳」（明治５年）、同「諸用出入帳」。そのほか武居家は10月に伊那糸８箇約3,000
両も販売している。
42）【ヤマ中】の「諸用出入帳」には、５年８月28日～10月23日に【カネ久】以外の「ハマ」（上浜・下
浜村）の者への生糸代価支払が合計1,309両に達する。この分は「大福帳」の口座記帳がない。なお
【カネ久】の居村は上浜である。
43）この年の収支については「諸用出入帳」があるが、そこにも該当する取引は見当らない。
44）この年の【マル白】口座の貸方には唐糸などの売上金と思われるものの記帳が極めて少額で、元代
の支払いは現金・為替などでなされた形（貸方）になっている。つまり従来と違って販売代価を【カ
ネ久】が管理し、その中から【マル白】分の利益を支払ったと思われる。なお「唐糸徳割合」11両
弱は明治６年「大福帳」の【マル白】口座に記帳（この年には唐糸元代・売代の記載がないのでこ
れは明治５年分と思われる）。
45）「【マル白】生糸指引」口座に「蚕種徳わり」14両余（借方＝【マル白】分）、【カネ半】（木曽泉屋半蔵）
口座に「徳わり三ツ二ツ分」15両余がある。後者は３人乗合で【カネ半】分三分の一を除いた【カ
ネ久】【マル白】分と見られる。
46）本稿は、日本学術振興会科学研究費補助金（平成21～23年度）による基盤研究（Ｃ）「幕末維新期に
おける北信生糸流通に関する基礎的研究」（研究代表者井川克彦）の成果の一部である。清水久左衛
門家文書、武居代次郎家文書の利用にあたっては、岡谷蚕糸博物館（学芸員鮎澤諭志氏）のお世話
になった。謝意を表します。
